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京大物性物理研究グループの紹介
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主 として磁 気共鳴 に調す る実験的 研究 を行 ってい る｡ 目的 および方向 は現在

の ところ

Ll〕 s H F轟 ス ピンエ コ-その他の手段 を用 いて,お もに磁 性体 N M Rに

関す る綿密 な知識 を うること,お よび

I:n〕 一般的立場か ら磁 気共鳴,援和塊象 の原理的追求 を行 い= 司痔にそれ

に よって得 られ る毎味 な方法 を利 用 し,物性 の要点 を掘 り出す ような実験

を行 うこと｡

であ るo具体的な実頻内容は

､-ji) 磁 性 イオ_ソに属す る原子核_の NM Rをでき るだけ多 くの種類の核 たっい

て検 出 し, どの よう′なN M Rはいかなる理由に_よ って検 出されな.いか,一ま

た,検 出された IVーM R のデータが どれだけ物性 の知識 をます,Jjに有効 かを

し らぺ る｡

(a 強磁 性:_金乳 合金, 金属 間化合 物 中の接.ス ピンの Tl を出来 るだけ広 い

温 度範 勘で測 定 し,強柳 t=1-1会議 笹おける 銅 oLt1er･励起 と Spin Wave薗

起 の様子 をし らべ る o

⑧ --パル ス法 ESRを弔いて,広 い inhoニ(10.g,(13neOuS にひろが った Iine

に対_して ･蘭体 中の rl12お よび磁 気共鳴 におけ る spectra上 dlffusion

,,の概念 を明確 (′こするo

④ スピ ン温 度嫁設 お よび, スピン系 の平衡達成の過程 を しらぺ るO 寒 に .

･㊨ - 回転 系二重共鳴に よ -て KH2 PO. 動 作 K･民 について eqO,TIP(回

転系 での Tl), TD(dipolo等の Tl′) の fer.roelecも車 c transition

point近傍 の模様 をしらぺ , また Ⅰnagnet土C- acousも1C doub-1e

r204-

●



resonallCe Sまgnal‥の解析 を行 う｡

京大物性物晋研究グループの紹介

⑥ 特 に coberenceとい う点 に着 冒して transverse opもlCal pump

lngの磯碍 をしらべ (RLVaponr)'

(･b opも1Caliy らⅩclもed stateの ESR (Cr- 勘 AC205. Nd5+
ミ _ __

(aWO4 etC)の検 出を行 うo

ことであるO 今後 は レザーの構嶺的利用 をも試み たい O

浅_井研究室 (高分子物理学 )

スタ ッフ 浅 井 健次郎

宮 磯 英 紀

敦盛 1,助手 1,博士課程 1,修士課程 2で構成.長鎖状化 合物 /nX線的 研

究か ら,最近,着 品性高分 子 の塑性.組織お よび誘電的性質 を研究するグ)i/-

プ と溶液 中におけ る鎖状分 子 の 2次構 造 をや っているグループがあ るO的者 は

自由炭J)多い高分 子を自由慮 r/)少ない,結晶に して挑め るものであ り,後者は,

統計殉方法 を庸 いるものであ る O 現在,長鎖状化合物 お よひ ナイロンそこつTt､て

誘 電,X線測定か ら,その構造,分子遅効,電気伝導 を明 らズ項=_して,結晶塵

高 分子の分散項数,電気伝導 の足 がか りを求めているO また E, -溶液 での平均双

極子能率 の測定を行 っている ｡ 将来,高分子 単結晶 を作製,し,その路子欠滴 ,

誘電的性 質 を明 らかに し, また,溶液で の合成電解 瞥高分子の_2_次補遺 ,分子

運動.溶媒効果等 を研究 して生物物 埠への碁 挺づけ を行 いたい｡
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我 々のグループでは各種 イオン結晶の光学 的性質 を,局所的 な電子状態 (負
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